
■各メニューへのコメント

カボチャの含め煮 昆布だしのほうがカボチャに合う　　　出汁が強すぎ
品種のよさが出し切れていないのでは　もう少し粉質系のほうが合うのでは
だしとよく合っている　煮物をする家庭が減っている
含め煮は関東より北では消費につながらない　消費拡大へのインパクトはない
だしが美味しくないと難しい料理　若い人には喜ばれにくい
レンジでできるようなレシピがあれば定着するのでは
日本カボチャで料理したらもっと美味しいのでは

カボチャの天ぷら　　花椒塩添え 若干粘質系の方が合うのでは　花椒塩がかぼちゃの甘味のアクセントになる
ビールに合いそう　家庭では揚げ物はしなくなっている　カボチャ料理の定番
外れのない料理　揚げ物でスイーツ的な食べ方に期待
粉質系が天ぷらにあう　カボチャの厚さがよかった　カリカリとホクホクがよく合う
無難なカボチャ料理　ホクホク感と甘味が天ぷらに合う
油で揚げることによって甘さが増して美味しかった　お酒の友としてもよい

カボチャのクリームスープ　ブルジョア風 ロロンの甘さがスープに生きた　タピオカとよく合っている
夏の食が細る時期に定番になるスープ　かぼちゃの旨みと乳製品は良い相性
この味がレトルトでできればよい　家庭でこういうスープは作れない
色も味も香りもよいスープ　　粉質系があっているスープ　
もう少しかぼちゃの味があれば　かぼちゃペーストがあれば作れる
塩がきいていて飲みやすい　　さっぱりながらかぼちゃの甘さが生きている
カボチャの香りが生きている調理法　素材が生きている料理
塩だけの調理でこれだけしっかりとした味をだせるのは素晴らしい　

カボチャの千切りサラダ 発色がきれい　タレが美味　　若い人に好まれるのでは　酒に合いそう
かぼちゃの種も美味しい　美味しいが家庭で千切りは難しい　食べにくい
千切り加工してサラダ用で出したら面白い　歯ごたえがよい　意外で新しい味　
サラダ具材として他の具材と合わせたら面白い　
消費拡大の可能性高い　甘くないカボチャで作れば男性若者向き　
千切りが難しそうだが、新しい発想が良い　　さっぱりして甘くなくて美味しい
くりりんがごりごり感があるのでこの料理に向いている　
面白いが単品だとあまり量は食べられない　甘味のないかぼちゃ料理は？
硬めの素材を良く生かしている　　甘味の必要のないカボチャ料理もありです

カボチャのサブジ 初めて食べた　もう少し油っ気がほしい　かぼちゃはカレーの具としてもよい
カボチャの色の悪さがごまかせた　もう少し粘質のほうがいい
色がくすみので、くりほまれでもよかったかも　もっと粉質系が合うのでは
カレーとかぼちゃの相性よい　酒のつまみによい　色が悪くても気にならない　
ベジタリアン向け　　みんなが好きなカレー味で好みの人が多いのでは　　
ビールにぴったり　　かぼちゃの甘味とカレー味がマッチしていない　
カボチャカレーより食べやすい　ホクホク感があっている　
香りも味もない素材だったので、しっかりとした強い味にしたことは素晴らしい

カボチャのリゾット　茸の香り ダークホースと合っている　　お米とかぼちゃと両方消費拡大できる　
手間がかかる料理だが美味　　子供には向かない料理　　おしゃれな料理
かぼちゃの甘味がよい　カボチャの甘味と強烈に生きている　
加工品としては面白い　外食向きメニュー　かぼちゃの甘さとリゾットは合わない
チーズの塩気とかぼちゃの甘さが合う　　きのことかぼちゃもあっている　
子供たちによいメニュー　若い人に好まれそう　色鮮やかで食欲をそそる
ダークホースの皮は堅いので、果肉のみの味が楽しめてよい　居酒屋に○
カボチャの甘味だけで十分なので玉ねぎは少なくしてもよいかも

カボチャのニョッキ　ゴロゴンゾーラソース クリーム味が強すぎてかぼちゃの特性が失われている
かぼちゃだんごということでは、すいとんも面白そう　美味しいので作ってみたい
かぼちゃがもう少し主張してもよい　かぼちゃの特性はわかりにくい料理
ニョッキは家では作らない　加工品として冷凍・冷蔵品なら良い
チーズと合っていた　かぼちゃの風味を感じない料理　色が美しい
家庭では作れない料理　食感がよく美味しい　若い人向けの料理
さっぱりとしているカボチャなので、クリーミーな料理で引き立っている
皮と実の色のコントラストが鮮やか　ニョッキの食感と食味がよい

カボチャのプリン 大変美味しかった　　甘すぎる　口当たりが滑らかだった
よいおやつ　濃厚な味が美味しい　幅広い層に好まれる
スイーツとして拡大していければよい　かぼちゃが原料とは思えない美味さ
カラメルソースがよく合っている　かぼちゃのよしあし、美味しさは関係ない料理
カボチャが分量的に多いのかもしれない　紛失が強くてざらざら感があった
これぞカボチャという味　　子供も喜ぶ　市販のプリンのラインナップにあってよい
ホクホク感のあるプリンは新鮮でした


